
  

  

  

   

  

 

 

  

  

 

 

上野西部地区 令和 3年 8月末 人口 3,115人 

世帯数 1,509人 男 1,509人 女 1,606人 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                            

 

 

広告募集中  毎月発行 1500部 1000円/月 

 

               上野天神祭                     

 

 

昨年 9 月百五銀行上野支店内に移転した上野中央

支店の跡地（伊賀市上野東町）の利用についてコン

ビニの出店計画が進んでいます。令和 3年 9月 14日

には土地の境界確認が行われました。計画では今後

残った建物を解体し来年に新しいコンビニの店舗を

建設する予定です。現在上野西部地区内には２つの

コンビニがありますが、伊賀市本庁舎の移転・食品

スーパーヤオヒコの閉店・銀行の地区外への移転等

で生活の便利さが急速に失われてきていました。し

かしコンビニの新店が出来れば少しは改善されるの

ではと地域住民から期待されています。 

 

 

 

上野西部地区住民自治協議会の令和 3年度のおも

てなし向上事業が進んでいます。今年は昨年度に作

成しました散策ガイドのサイトに新しい切り口と

して文化財建造物と地蔵尊やお稲荷さんのカテゴ

リーを追加します。年末ごろにはサイトアップが出

来る予定です。その際は詳しく報告いたします。 

広 禅 寺 



令和 3 年度 慰霊祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

大きな地震などで、あるいは山崩れなどで家屋が倒壊し、住民が埋まってしまう。このよう

になってしまった時の救助はどうなっているのでしょうか。 

実際に埋まってしまった住民を助ける役割を持つ公的機関は、消防や警察などです。しかし

その人数は限られていますし、この方々も被災者である場合がありますから、救助にあたるこ

との出来る人数は更に少なくなります。したがって公的な救助はどうしても限定的にならざる

を得ません。実際、公的な力によって救助される人の割合は僅かに１％程度であって、あとはほ

とんど家族やご近所の方々による救助なのだそうです（伊賀市危機管理課のお話）。どこのお宅

にはどのような方が住んでいるかなどの情報は、公的機関よりはむしろご近所の方々の方がよ

く知っているので、的確な救助が出来るのです。プライバシーは無論重要なことですけれども、

災害時に自分自身を助け、ご近所の方々と助け合うことで命をまっとうするためには、よい意

味での「近所づきあい」を大切にするように致しましょう。 

9 月 25 日(土) 秋晴れの空の下 戦没者慰霊祭が上野東

町 菅原神社 鎮霊社で営まれました。例年通り上野西部地

区・上野東部地区合同開催にて取り行われました。今年も

新型コロナウイルス感染予防対策のため規模を縮小、ご遺

族代表、両地区自治協代表役員の列席となりました。今年

当番の上野西部自治協代表者挨拶に続き、神職により祭事

はおごそかに執り行われました。 

せいぶだより 38 号でお知らせの通りコロナ感染症問

題の為、今年の神幸祭での鬼・だんじりの巡行は中止に

なりました。2 年連続です。しかしながら、だんじりの

入替は文化財保全作業として 10月 23日(土)午前に搬出

24日(日)搬入を行います。あわせて各祭町にて感染対策

をとりながら行える行事について検討が行われていま

す。具体的な行事内容についての最新の情報は上野天神

祭の Facebookページをご覧ください。 

上野天神祭 

災害時に協力いただける井戸を募集致しましたところ、6件の方からご連絡がありました。 

御氏名をご紹介すると共に お申し出に感謝致します。             （敬称略 順不同） 

西大手町 森藤 歌代子 上野幸坂町 北寺 昭雄 上野西町 平田 守 上野紺屋町 内田 博久 

上野紺屋町集議所 紺屋町自治会 清水谷弘法大師 上野福居町自治会     

災害時 協力井戸 


